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 研究要旨 パーキンソン病運動症状発症前biomarkerの特定に向けたRBD前向きコ
ホート研究J-PPMIを継続した。RBDコホート104例の前方視的研究を行い、6年間で
12例がシヌクレイノパチーを発症し、内1例は剖検を取得した。画像バイオマーカ
ーの経時的変化を明らかにした。引き続き87例の前方視的研究を継続した。J-PP
MIにおける臨床情報収集・臨床試料蓄積は順調に進捗した。 

 

 
   

Ｃ．研究結果 
 
2014年からの6年間で12例がシヌクレイ
ノパチーを発症した。内訳は、パーキンソ
ン病6例、レヴィ小体型認知症4例、多系統
萎縮症1例、分類不能の認知症1例であっ
た。レヴィ小体型認知症発症の1例は剖検
を施行した。45例の全エクソーム解析を行
った。画像バイオマーカーの経時的変化を
明らかにした。利活用委員会・研究推進委
員会の体制を確立し、臨床試料・情報の利
活用体制を整備した。引き続き87例のRB
Dコホートの前方視的研究を継続した。 

 
Ｄ．考察 
 
画像バイオマーカーの経時的分析により、
RBDからシヌクレイノパチーへの疾患Traje
ctoryを解明できる可能性がある。 

 
Ｅ．結論 
 
J-PPMIにおける臨床情報収集・臨床試料蓄
積は順調に進捗している。今後は臨床試料・
情報の積極的な利活用を進めていく。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし。 
 
Ｇ．研究発表 
 なし。 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
なし。 
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Ａ．研究目的 
 
パーキンソン病の運動症状発症前のBiom
arkerを特定する。臨床症状評価・画像検
査・心理検査のデータを前向きに収集す
る。臨床試料を蓄積して積極的に利活用す
る。網羅的遺伝子解析による疾患発症リス
ク遺伝子の探索を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
 
レム睡眠行動異常症(RBD)前向きコホー
ト研究J-PPMI(The Japan Parkinson’s P
rogression Marker Initiative)を継続する。
RBDコホート104例の前方視的研究を行
う。MDS-UPDRS、嗅覚検査(OSIT-J)、認
知機能検査(MOCA-J)、心理検査(GDS-1
5、STAI、QUIP)、睡眠評価(Epworth sle
ep scale、RBD-SQ）、自律神経評価(SCO
PA-AUT、OH)、画像検査（rsf-MRI、DA
T-SPECT、MIBG心筋シンチ）を定期的に
施行する。臨床試料(血液・尿・髄液)を定
期的に収集する。シヌクレイノパチー（パ
ーキンソン病、レヴィ小体型認知症、多系
統萎縮症）の発症をエンドポイントとす
る。        
（倫理面への配慮） 
J-PPMIの研究計画について倫理申請を行
い、倫理委員会による承認を得た。 

 

  

 


